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Ż ʢ ↔  （通称 お神明（ おしんめい）さん） 

 

 

 

元和元（1615）年、郡代宮十郎左衛門、滴石のほぼ中央に三社座神社を創建し、天照皇大 

神、春日大神、八幡大神の三社を祀った、とされる。 

元禄三（1690）年、社の一部を改築し、記念のため御霊代として神鏡を奉納す。 

 文化元（1804）年、老朽のため本殿、幣殿、拝殿ともに改築。文政８（1825）年、藩主の 

お召船材として代官の命により杉の大木８本伐採される。安政２（1855）年、全面改築し、 

新たに神楽殿を新築する。 

 明治３（1870）年、雫石村社となり、同年第１３区（雫石、上野、御明神、橋場）の郷社 

となる。 

 明治６（1873）年には、雫石１０ヶ村の 

郷社となり大東亜戦争終了まで郷社として 

の祭典や産土神としての祭典と年２回の祭 

典が行われていた。 

 明治２６年８月、火災に遭い全焼。明治 

２８年１１月再建した。火災の時、御霊代 

は誰かが救い出して無事火難を逃れて再建 

遷座して本殿深く鎮まっている。 

      ＜町教委・雫石の寺社 より＞ 

 

 

 

 

 ṑКǲֺ ǵ ǓǉȒ  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現 況    （せい（しょう）めんこんごう） 

        周浪獲命記念（しゅうろうかくめいきねん） 

        （ゆどのさん）    古峯山（ふるみねさん） 

        古畠大明神（ふるはただいみょうじん） 

        庚申（こうしん）  不動明王（ふどうみょうおう） 

        神霊石（しんれいいし） 

  （碑銘の読み方は当史談会の判断によるものです。） 
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 ˽ѝ  

 明治維新にあたって、神仏混淆であった寺院に対して、神社と仏教との分離が布告された。 

雫石の寺院の中では、この布告によって神道を標示したものに大勝寺の末寺である雫石村の 

龍勝寺と繋村の安楽院がある。 

 明治２(1869)年２月、盛岡の天台宗羽黒派の修験寺院である大勝寺は、末寺十二ヵ寺院と 

ともに神道を以って勤めたいと願い、また別当寺である岩鷲山大権現も岩手山神社と改めた。 

したがって、末寺である雫石村の龍勝寺と繋村の安楽院は仏教を排し、神道で勤めることと 

なったが、後に廃社になった。 

 この時住職で修験者である人々は還俗をし、雫石村の円蔵院は木村円と改め、南学院は諏 

訪広軌( のち囲浪と改める) と改め、繋村の安楽院は佐藤と名を改めて神道に奉仕することと 

なった。 
 
 
 

˽ǵ  
 明治３(1870)年６月、盛岡藩は町村の神社を検分して寺院や社堂の内部はもちろん、その

境内にあるものまで分離した。そして町村にある月山、湯殿山、百万遍等の石碑の類までも

撤去させた。１０月には、屋敷内にある神社までも撤去して御神体は家の中に安置するよう

指示し、一村一神社になるよう神社の整理統合を行った。雫石にも屋敷内に神社を祀る旧家

があったが、こうして他に移された。この時雫石村の上町にあった山王社( 三社座神社斜め

向かい) は、岩手山神社に統合された。 
 
 
 
ʝ ʝ  
 明治４(1871)年７月４日、太政官令によって神社の定数が定められた。郷社の神社は一村

 

  
  日本は昔から神の国と言われているように、各家庭には神棚があり、至る所に神々 

 が祀られている。雫石もその例にもれない。明治３(1870)年の神社統合により各村と 

 も 1～2 社に統合されたが、その後再建されたもの、またもとの社地に石碑を建立し 

 たもの等があり確実な数はつかめていない。昭和 51 年 10 月、町内各地を調査した 

時点では雫石地区 19、西山 44、御明神 27、御所 43、総計 133 社であった。 

 日本の神様は、人間を超越した＜絶対神＞である諸外国の神様と違い、我々日本人 

の身内に近いもの、我々と血が通い合うものという考えが強い。柳田国男は、古い時 

代に祀った神は専ら祖先の神霊のことではないかと説いている。また、平安時代の神 

仏混淆を受け継いで仏様を祭神とした社も多い。死者の霊も三十三回忌を過ぎると、 

ご先祖様という神様となって、高山の上に鎮座しておられるのだという信仰があった。 

岩手山、出羽三山等の高山信仰がその証左である。 

 町内の神社は由緒のはっきりしたものは少ない。最も古い社は御明神の語源となっ 

たと伝えられている多賀神社で承元元（1207）年の創建である。第二は亨徳４(1455) 

年創建の切留の山祇神社である。 

 祭神別にみると最も多いのが、稲荷社、次いで駒形社、山祇社、薬師様の順である。 

このことから、当時の人々が商い、馬、山林に依存した生活であったこと、また、病 

気に対する恐怖を懐いていたこと等が推察される。ほかには、その土地の最初の移住 

者の氏神が部落の産土神となったものも数多くある。 

                    【雫石町史Ⅰ・第五編第八章 1169ｐ～】 
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一社とし、戸籍区一区に郷社を一社指定することを原則として区域内にある村社のうち、首

位にある村社を郷社とする、という規定である。これによって県内に３６の郷社が定められ 

た。 

 雫石は第１２番区（長山村、西根村）…… 雫石神社( 上西根・タンタン)  

    Ӣ    ĢĢ ʢ ↔  
    第１４番区（繋村）     …… 藤倉神社 
 
 
 
ǵ ∕ 

 明治６年３月、岩手県では、先に決定した郷社を全廃し、新しい区に改めて郷社を指定し

た。この時、雫石全村の神社のうち、郷社は雫石村に鎮座する三社座神社（字八卦）のみで

ある。雫石村鎮座では、八幡宮が二番目の「諸社」に指定されている。 

 

 ż （こんぴらじんじゃ）  

  ↔᷂  ʣ Ӕ ᷂  

     Ẏ ʺᴁ 

  ͈      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 雫石町上町諏訪家（南学院）の氏神である。南学院家は上町に屋敷を持ち、４５石を領知して、 

南部藩屈指の山伏木村家(円蔵院)の配下で、獅子舞や神楽を所管していた。 

 雫石歳代日記に「寛政十二(1800)年七月円蔵院様松寿員上京仕候、其節南学院と官名十一歳に 

相成候」とあるから寛政１２年以後南学院と称したものと思われる。高橋又助文書、雫石村屋敷 

調、享保十五(1730)年、現在地で表口二十七間とあり、慶応二(1866)年調には表口二十四間、屋 

敷内に金毘羅宮あり、とある。 

 南学院は信濃の国から移住した家で、最初は氏神として諏訪明神を護持し林に落ち着いたと伝 

えられ、厨川にも玄武洞にもいたことがあるという。氏神を金毘羅神社とした経緯は不明である。 

文化元(1804)年、山津田源之亟の納めた絵馬と弘化五(1848)年 2 月の遷宮札が残っている。 

 

        ͺ ὤʢ̈ ʴⱲ    

＜雫石町史Ⅰ 第五編 明治以降の雫石 第八章教育と文化 1148ｐ より＞ 

 雫石地方の俳諧は、神社仏閣の俳額や摺物(すりもの)・衆議判・発句集等の資料により推 

 



察すれば、文化文政頃から明治の末期、さらに大正の時代まで、多数の俳人が活躍している。 

 当地方は、盛岡の城下町に近いことによる人々との交流と、秋田街道を往来する旅人との 

接触は、雫石の文芸、俳諧にも大きな影響を与えたものと思われる。 

 天和五(1683)年には、俳諧師大淀三千風(みちかぜ)も、この街道を通り、後年、江戸の漢 

詩人大窪詩仏も通過している。また、松尾芭蕉の愛弟子で、蕉風の普及に全国行脚をした廣 

瀬惟然(正徳元(1711)年没、六十余歳)は、元禄十年秋田から雫石に越え、鶯宿で 

   鶯宿の山中で 

  “木も割ん宿かせ雪の静かさに”の句を残している。 （小林文夫著・岩手俳諧史参取） 
 

 諏訪家は、南学院と称し、岩鷲山禰宜、雫石年行事円蔵院の役僧であり、雫石神楽の座元 

としても知られている。 

 11 代の歌随（明治 16 年没・92 歳？）は、寺子屋(天保五年～明治七年)の師匠として、多 

くの子弟を教育し、門弟一同の寄進による墓碑が、その屋敷内に建立されている。また、明 

治九年、明治天皇東北御巡幸の際、85 歳で高齢者として御下賜金を賜る光栄に浴している。 

 13 代囲浪(いなみ・天保 8 年 8 月 12 日生・大正 11 年 10 月 22 日没)は、明治六年四月第 

十一区学区取締となり、同八年二月まで在任し、学校の開設、運営に尽力、当地方教育の基 

礎を築いている。 

 諏訪家は、藩政後期から明治初年の学制施行の頃まで、雫石の教育の中心的役割を果たし 

ているが、また、俳諧の上では、歌随、成人(なりと)、囲浪の親子三代にわたって、大正時 

代までの一世紀の長い間、その指導的存在として、多くの俳人育成にその力を注いだことは、 

まことに驚嘆に値するものがある。 

 南部藩の俳諧中興活動の中で、最も大きな存在は、小野素郷（寛延 3(1749)年生、文政 

3(1820)年没）であった。彼は奥羽四天王と称される一人で、京都の蕉門中興の最大の貢献 

者である五升庵蝶夢の門に入り、その蘊奥をきわめて、天明三(1783)年に盛岡に帰り、俳諧 

と謡曲を指導した人である。 

 素郷の句集『柴の戸』の『柴の戸抄』とも称すべきものが、その高弟三柳舎馬遊(安永 5(1776) 

年生・天保 10(1839)年没)によって編集刊行されている。その中に全国各地の俳人の句も集 

められているが、この中に滴石の四人が見えている。 

   夏 

 花に馴れて水匂ひ持四月かな     滴石 杉雫（さんだ） 

   秋 

 雨の鴫啼や野中のさゝ流れ      滴石 松雨（しょうう） 

   冬 

 妹が手にうつせは消えるあられかな  滴石 雲和（うんわ） 

 松一本吹へらしたる枯野かな     滴石 萍花（へいか） 
 
                    （南部叢書第八集参集） 

 

 杉雫は、代官所で御帳付を勤めた木村安兵衛（樋口安兵衛・宇八ともいう。嘉永元(1848) 

年没  幽月杉雫居士）であり、松雨は同じく御帳付の高嶋屋佐兵衛（嘉永 6(1853)年没・ 

千鸖松雨居士）であろう。 

 松雨、杉雫は、師馬遊の諸句集をはじめ、『奥州俳士雅俗名録』にも収録されて、中央ま 

でその名が聞こえている。            （小林文夫著 岩手俳諧史参取） 

 



 藩政末期の献額二、三について見るに、南学院境内にある金比羅神社に、文化三(1806) 

年の俳額があり、倭水・其敬・杉雨の各四句計十二句が記されている。 

 倭水、其敬は不明であるが、杉雨は御帳付をした木村兵エ（文政 11(1828)年没）である。 

次にその三句を紹介する。 
 

 五月雨や筧をわたる龍の影   其敬 

 白雨や不浄を洗ふ神の庭    杉雨 

 白き花の写りて澄めり秋の水  倭水 

 

     (中略) 
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⌐ →╠╣≡™ 

╢ ⁹ 

                                  ─  

≤₡ ₢   

                           11 ─ ─ ⅜ ⅎ 

                           ╢⁹ 

                                

 

 

 

（1154ｐ～） 

 大正十二年六月十七日、渋民村富士見吟社、滝沢紫堤吟社、雫石村同好会の合同句会を、 

下町臨済寺において開催し、登記官、駅長、警官、医師、僧侶、教員、実業家等が一堂に相 

会し、俳諧の風流を味わっている。 

 以上、若干の資料を挙げて来たが、雫石地方の俳諧は、文化・文政以来、小野素郷並びに 

その門下の流れを汲み、主として南学院の山伏修験、寺院住持、御役医、御帳付、肝入、手 

習師匠等々、特にこの町の老舗高嶋屋、関東屋の上野家一族から多くの俳人が輩出している。 

 特に安政時代には、城下盛岡に匹敵するくらいの隆盛ぶりではなかったかと思われる。 

 明治時代になっても、俳諧に親しむ多数の人々が活躍し、歌随楠花、成人楠枝、囲浪楠葉、

の諏訪家三代が中心となって、雫石俳諧を支え、この地方の文芸に花を咲かせて、やがて大

正の時代が終わりを迎えている。 

     （後略） 

 

  ӳἶ ǲǫǋǭ        
  

信州諏訪城主の一族と伝えられ、諏訪氏の氏神である諏訪神社の分霊を背負い、諸国巡回 

中、雫石に立ち寄りこれを安置し、定住したもので、後に円蔵院の弟子となり、役僧を勤め、 

 



 

 “南学院”の院号を称している。藩政末期に歌随、楠枝、 

囲浪の三代が、和歌俳諧のみちに長じていたことは、土地 

の人々の知るところであり、また、現代教育の振興に力を 

尽くしている。      （詳細は町史参照） 

  同系一族の分家共に三戸。家紋は舞い鶴。分家は三ツ葉 

 柏。 （雫石町教委刊・心のふるさと第六集「雫石の旧家」より） 

           ◆ 

 参考 11 歌随―12 成人―13 囲浪―14 安蔵―15 源四郎― 

  16 真吉―17 正義 
 

（写真左） 金毘羅神社の裏手の諏訪家(古)墓地に、歌随の墓 

碑がある。本文にもあるとおり、門弟たちが遺徳をしのんで 

建てたもの。建立年月日はわからない。没年が明治 16 年であ 

ることからそれに近い時期だろうと推察される。 

 

 Ž Ḝǿǵ ǵѝΉ 
 

 ӳἶ ὤ ǓǉȒḹ Ƕ ǵ ǯǋǍǯǚȔǮǉȒƳʤǵ ᶫ ꜘ ₴  

ǵǯǑȑƲ ǵӳἶ ȏȑ ֳ ǲǶƲ˲ὤǓǱǋƳ᷂׀ǮǶƼЎӹ（上・南方向）ƽ

ǯƼ Ѽ （下・北方向）ƽǵ ǫǵἬ׀ǓǉȒƳ 
 

 ӳἶ ǵǯǚȔǲᶫ ǵֳʤ（北方向）ǒȐ ȓǭ ǭǋȒǵǓƼẎ ′ ǑǑȆǡǓȖ ƽ 

ǮǉȒƳ ῇ ǖǮ֝ Ǟ ̟ ǲǉȒƼᶽ ƽǒȐƲ Ѽ ș╠ ǞƲǚǵӳ

ἶ ѼǮƲ ǵʰζǵ ǲ ЊǜǢǭǋȒƳ 

 ᷂Ǯ ȒǯƲӳἶ Ƕᶽ ǵȏǍǲ ǖǱǪǭǑȑƲǚǚǒȐʰζǲһǋȏǖ ȓȒ

ȏǍǱ ǲǱǪǭǋȒƳǚȓȉƼ Ѽⅎͬƽǵ ǮǉȔǍǒƳ Ʋ ǲ ǖƳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

│∏╣ ⌠⅛╡ 

 雫石町の西部、小日谷地から高前田の区間は、当初直進する路線であったことは一里塚の

 

大水川 

南学院家 

三社座神社 

ここで両側に分流 

雫石街道 

八卦新道 



 

現存によって確認されているが、その後天和三（1683）年に、“雫石町はづれ蒼前堂谷地、

大ぬがりにて通用悪敷に付、此四月十三日より取付、八卦坂林の腰、新道に拵街道に致し候”

とあるように、秋田街道として公認された路線とは別に、八卦坂（林部落の中央を通る道）

を通って途中から右折し傾斜地を葛根田川に向かう道路が開削され、利用されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その後、およそ８０年後の宝暦 11 

（1761）年頃までには、この区間の改修 

が行われ再び正道として利用された。 

しかし、この路線も明治 35 年に南に移 

し、雫石町水道事業所より右折して葛根田 

川に向かう路線に切り替えられた。その先 

にかけられていた木橋はかなり老朽化す 

るまで使われ、御明神に行く路線バスが橋 

の手前で客を降ろし、空車で渡橋していた。 

（右の写真） 

さらにこの路線も昭和 36 年国道 46 号線の開通により廃止された。 

 

 

 

高前田一里塚 

蒼前堂前 

明治の道路 

旧水道事業所 

 

湿地・くぼ地 

 湿地・くぼ地 

蒼前堂 

八卦新道 

八卦新道 

現在地 



 

 

  21 Ѽ ʝ ṇ      
 

・雫石街道の盛岡から４つ目の一里塚である。 

・日向、生森と同様に 1604～1640 年ごろ築造された。 

・南北一対がほぼ完全な形で残っている。 

・通行人はここから葛根田河原に下り、現在の田沢湖 

 線の鉄橋の３００ｍほど上流の浅瀬を渡渉して下川 

原に越えた。 

            （塚上はケヤキ（欅）の木→） 
 

・高前田一里塚２基（個人所有）（雫石町長山高前田）北側塚：東西径 8m50cm、南北径 8m50cm、 

高さ 2m50cm。南側塚：東西径 8m20cm、南北径 8m20cm、高さ 2m50cm。 

 

 

 22 Ѽ ѣḹ 
 

藩政時代の犯罪に対する処罰は厳しかった。一揆の首謀者など政治犯は斬首あるいは七戸

や鹿角に追放。官山からの盗伐、砥石の盗掘は追放または過料（罰金刑）、邪教信仰は過料 

などである。さらに社会的な恥としての殺人、親殺しは極刑が待っていた。 

 以下、当時の犯罪処罰、とりわけ処刑について、雫石にもあった「刑場」について、雫石

町史Ⅰを見てみる。〔町史Ⅰ藩政下の雫石 第 5 章社会と生活 犯罪と刑罰 551ｐ〕 

               ◆ 

藩政時代 260 余年の間に、雫石通りでは、殺人が三件、親殺しが一件あった。 

 殺人三件のうち、二件は仇討ちという社会的に容認された方法で解決されている。他の一

件は嘉永 3（1850）年 11 月の毒殺事件である。被害者は 2 名、加害者は被害者の妻と関係

を持って殺人を思い立ち、被害者 2 名が山仕事の最中に、山小屋に準備されていた昼食の鍋

に毒を入れ、それと知らずに食べた 2 人が相次いで死亡したものである。 

 

 この事件の処理には、藩から御徒目付が派遣され、次のような処分になっている。 

○親類者は翌 4（1851）年正月まで謹慎。 

○犯罪の原因となった被害者の妻は、盛岡長町の牢に入れられた。（後に釈放） 

○雫石の与力茂七と目明し儀左エ門は責任を問われ、茂七は南畑に、儀左エ門は上野に転居。 

○加害者は長町の牢に 3 年余繋がれた後、嘉永 7(安政元・1854)年 4 月、裸馬に乗せられて

雫石通り代官の手に渡され、3 日間の生きさらしの後、張り付けの刑に処せられた。 

●張り付け場は、１５間（30 メートル）四方に溝を掘る。 

●張り付け柱を用意する。 

●生きさらし……周囲を掘った中央に罪状を書いた紙の札を背負い、生き埋めにする。 

 

●処刑 立会人  御代官  立花宇兵衛    御物書き 上野金八 

         御徒目付 照井吉右衛門   ご同心 ２名 小者２名 手付２名 

         御帳付  儀兵衛    五カ村肝入り 同老名 不残 

            人足  五カ村より出す 

            処刑人 小屋の者８名  付人 小屋の者 ２名 

●処刑  左右から三つずつ突き、喉を一突き、 〆七つき也 

http://www.google.co.jp/imgres?sa=X&biw=1440&bih=743&tbm=isch&tbnid=xMVgx9yIIdBYWM:&imgrefurl=http://www.cafe-dragoon.net/trip/rosen/rinyo_line/kakkonda_rinyo_line/index.html&docid=yRbdbCiHXNZhKM&imgurl=http://www.cafe-dragoon.net/trip/rosen/rinyo_line/kakkonda_rinyo_line/05_01.jpg&w=400&h=300&ei=tzk5UtrjHIOllQXogYGQCQ&zoom=1&ved=1t:3588,r:18,s:0,i:134&iact=rc&page=1&tbnh=178&tbnw=227&start=0&ndsp=19&tx=115&ty=102


 

 ※雫石歳代日記（雫石町誌資料第一集）の安政７年４月の「毒殺１件始末」の項には 

 Ƽ Ƕʢ ǵʴǜȐǞ ǔ♥Ƕ ǵ ǔ ᾌǿ Ȓƽとある。 

 

●もう一件の親殺しの件は、安政元（1854）年、両親を打殺した事件で、夫婦ともに長町の 

牢に繋がれたが、女房は 12 日間の入牢で放免。男は翌２年、上の方法で、５日間生きさ 

らしの後、張り付けの刑に処されている。 

 

   刑場 
 前出の「雫石歳代日記」には、――（前略）当月迄入牢の所此度高前田野林関の東又四郎

作り目の畑荒地の場所に而塚の東也張付（磔）のお仕置きに相成候、――― 

と書かれている。 

 また同書には、別件で――両人は雫石町町裏二本木二而御成敗被仰付候――ともある。 

 

 


